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1．緒言 

戦後に建設された多くの構造物は，完成からおよそ 50 年が経過し，更新の時期を迎えている．一部のイン

フラについては，建設当時より使用頻度や荷重など当時の設計要件が大きく変化し，老朽化が速まっている

ものも出てきている．こうした理由により，健全度診断は安全性の確保と補修の観点から重要視されている．

構造物の信頼性には構造材料の物性が深く関わっている．また，力学的な挙動の観測，測定，解析，評価，

には構造材料の物性を求めることは不可欠であり構造物の物性を計測することは，極めて重要である． 

本研究は，現場で簡易に物性値の計測ができる方法の確立を目指すものである．そこで，構造物の現有応

力を測定する方法のひとつであるオーバーコアリング法を実施した後得られるコアに，ねじり試験を実施す

ることによる現場簡易物性値計測の方法を提案する． 

本報告では，ねじり試験による現場簡易物性値計測の第一ステップとしてモルタル供試体で実験を実施し，

その有効性について検討した． 

2．実験概要 

作成したねじり器具を図-1 に示す．図-1 に示したコアはさみ部でコアにねじり器具を固定し，図-2(a)に示

すように，トルクレンチ結合部からコアにトルクを加え，ねじり試験を実施する．今回は研究の第一ステッ

プとして，モルタル供試体を用いた．モルタル供試体寸法は 300×300×50(mm)である．この供試体の 300×

50 の面にφ45mm，穿孔深さ 90mm のコアを作成しねじり試験を実施した．実験概要図を図-2 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねじりモーメントのはトルク計により計測した．この際トルクレンチの目盛りを目視で読み上げるのでは

誤差が大きくなると考えられるので，トルクレンチにひずみゲージを貼付し，ひずみゲージの値とトルク計

の値との関係を導き，ひずみゲージの値でトルク値を読み取ることとした．また，ねじり角は，コア表面に

棒をエポキシ系接着剤で接着し，棒の先端の変位とコアの中心軸からの距離とから算出した． 

 ねじり試験に用いたモルタル供試体には,それぞれ同一日に同配合で作成された円柱供試体があるので,こ

の円柱供試体に対して一軸圧縮試験を実施し，ねじり試験の結果との比較を行った．円柱供試体の寸法はφ

50mm，高さ 100mm である． 
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図-2(a) 実験概要図(正面) 
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図-2(b) 実験概要図(側面) 
 

図-1 ねじり器具 

トルクレンチ結合部 
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3．実験結果 

3-1 弾性定数 

 中軸丸棒のねじりにおいて，ねじりモーメント tM と比ねじり角θの関係は次式により求められる． 
              ･･････････････････････････････････････････････････････ (1) 

ここで，Gはせん断弾性係数， pI は断面 2 次極モーメントである．この式を変形すると次式となる． 
 

              ･･････････････････････････････････････････････････････ (2) 

これにより，弾性係数を求める．  

 表-1 に本試験より得られた弾性定数と一軸圧縮試験より得られた弾性定数との比較を示す．なお，得られ

た弾性係数の値は，00.09.07 はねじり試験 6 回，01.10.03 はねじり試験 10 回，一軸圧縮試験 3 回の平均値で

ある．また，試験機によって，はさまれている部分は剛体回転すると仮定する． 

 

 

 

 

 

3-2 せん断強度 

 部材には，曲げ応力  ，ねじりせん断応力  ，せん断応力 ，の 3 つの応力が作用している．本試験

において，せん断応力は他の 2 つに比べて小さいので最大組み合わせ応力は，曲げ応力とねじりせん断応力 

との組み合わせとする．この組み合わせ応力は  と  からなる平面応力状態である．したがって，最大

せん断応力は次式より求められる． 
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 一般に，直接せん断強度は圧縮強度の 1/6～1/4 といわれているので一軸圧縮試験よりもとめられた圧縮強

度の 1/6～1/4 の値と比較を行う．表-2 に本試験より得られたせん断強度と一軸圧縮試験より得られた圧縮強

度の 1/6～1/4 の値との比較を示す．なお，得られたせん断強度の値は，00.09.07 はねじり試験 4 回，01.10.03

はねじり試験 3 回，圧縮強度の値は一軸圧縮試験 3 回の平均値である． 

 

 

 

 

 

4．結言 

 現段階において，本試験より得られた値は，別途実施した一軸圧縮試験により得られた値に対して，ヤン

グ率，せん断強度ともに 1/2 程度という結果となった．精度の面において問題があるが，本試験により得ら

れた値はどれも似た傾向をもったものであるので，試験機の改良や試験状況の改善により精度の向上が図れ

ると考えている． 
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供試体作成日 本試験より得られらた

弾性定数 (GPa) 
一軸圧縮試験より得られた

弾性定数 (GPa) 
00.09.07 平均値 8.70 20.20 
01.10.03 平均値 8.76 21.85 

供試体作成日 本試験より得られらた

せん断強度 (MPa) 
一軸圧縮試験より得られた

圧縮強度の 1/6～1/4 (MPa) 
00.09.07 平均値 4.31 7.26～10.89 
01.10.03 平均値 4.22 7.98～11.96 
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表-2 本試験と一軸圧縮試験とのせん断強度の比較 

表-1 本試験と一軸圧縮試験との弾性定数の比較 
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